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様式３ 

会   議   録 

会議名 

（審議会等名） 
令和元年度 第３回新磯公民館運営協議会 

事務局 

（担当課） 
生涯学習部 新磯公民館 電話 046-256-1900 

開催日時 令和元年 12 月 5日（木） 午後 7時 00 分～8時 30 分 

開催場所 新磯公民館 2 階 多目的室 

出 

席 

者 

委 員 15 人（別紙のとおり） 

その他 0 人 

事務局 ３人（館長代理 他２人） 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 0 人 

公開不可・一部

不可の場合は、

その理由 

 

会議次第 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 議題及び報告等 

（１） 新磯公民館新館開館 40 周年記念 

令和元年度第６８回新磯ふるさとまつりレクリエーション

大会実施報告について 

（２） 新磯公民館新館開館 40 周年記念 

新春 新磯を友情と絆で走ろう会（駅伝・ミニマラソン大

会）について 

（３） 公民館振興計画における活動計画の評価について 

（４） 公民館長の推薦について 

（５） 公民館表彰について 

（６） その他 

 

 ４ 閉 会 
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協 議 経 過

主な内容は次のとおり（○は委員の発言、●は事務局等の発言） 

 

  会議の進行は、まず館長代理が行い、議題以降は会長が行った。 

 

１ 開会 

 

２ 会長あいさつ 

12 月 1 日から、新磯観光協会による相武台下駅のイルミネーションが始ま

っているが、新磯地区の季節の風景がまた一つ増えたと感じている。 

中村方子委員について、11 月末で民生委員児童委員の任期が満了となり退

任となっており、次回の運営協議会で新たな委員を委嘱する予定である。 

今年最後の運営協議会なので、率直な意見をお願いしたい。 

 

 ３ 議題及び報告等 

(１) 新磯公民館新館開館 40 周年記念 

令和元年度第 68 回新磯ふるさとまつり、レクリエーション大会実施報告

について 

館長代理から説明があった。 

館長より、社会福祉協議会の募金活動について大会中に約１０万円が

台風 19 号の義援金として集まったと説明があった。 

 

 

(２) 新磯公民館新館開館 40 周年記念 

新春 新磯を友情と絆で走ろう会（駅伝・ミニマラソン大会）について

 館長代理から説明があった。 

館長より、ミニマラソンのコースが変更となったこと、参加者へ甘酒

が提供されることについて追加の説明があった。 

 

委員から次の意見があった。 

○ 甘酒は子供に不人気ではないか。 

● 今年度については、甘酒で様子を見させていただきたい。 

 

原案のとおり承認された。 

 

 

 

 

                            次ページあり 
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(３) 公民館振興計画における活動計画の評価について 

館長代理から説明があった。 

 

委員から次の意見があった。 

○ 事業の参加者募集や公民館活動の PR など、自治会未加入者（新磯地

区では約３２％）への周知方法について検討していただきたい。 

● 子どもたちを通じた情報提供を検討中である。実施する場合は、 

新磯小学校・中学校に協力をお願いしたい。 

○ 施設の有料化で得た収入を公民館事業の充実にあてられないのか。 

● 事業の予算を増やして新たな公民館の事業を創設することは難し

い状況にあるが、今年度も家庭教育事業を立ち上げさせていただくな

ど、公民館事業の充実に努めている。 

○ 中学生が参加する事業を増やしていこうということだが、麻溝地区の

子どもたちも参加が可能ということでよいか。 

● 事業協力については、相陽中学校を通じて協力をお願いすることが

あり、麻溝地区の生徒さんの協力もいただいている。事業への参加も

可能であると考えている。 

 

原案のとおり承認された。 

 

 

(４) 公民館長の推薦について 

館長代理から今までの経緯について説明があった。 

穂苅次期公民館長推薦委員会委員長から委員会の結果について報告が

あった。 

 

現幟川新磯館長を教育委員会へ推薦することとなった。 

 

 

(５) 公民館表彰について 

館長代理から推薦締め切り期限を１２月２７日（金）まで延長する 

提案があり、承認された。 

 

 

(６) その他 

館長代理から今後の事業として、家庭教育講座・新磯魅力発見講座・

公民館まつりの説明があった。 

 

                            次ページあり 

（○は委員の発言、●は事務局等の発言） 
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館長から新磯コンシェルジュ、公民館まつりで麻溝公民館と交流事業

を行うこと等について追加説明があった。 

 

○ 家庭教育事業について、健康元気部の事業ではないのか。 

● 今年度は、初年度でもあることから公民館の事務局で主に実施をし

たところである。来年度については、健康元気部と調整しながら事業

を進める予定である。 

 

 

 

４ 閉会 

   穂苅副会長の挨拶をもって、令和元年度第３回新磯公民館運営協議会を閉会

した。 

（○は委員の発言、●は事務局等の発言） 
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新磯公民館運営協議会委員出欠席名簿 
敬称略、順不同 

Ｎｏ 氏   名 役 職 等 出席 

1 幟川 泰夫 新磯公民館長 出 

2 穂苅 健二 新磯地区自治会連合会長 出 

3 青木 正利 新磯小学校長 出 

4 福井 学 相陽中学校 副校長 出 

5 藤倉 志穂 新磯小学校ＰＴＡ 副会長 出 

6 太下 なおみ 相陽中学校ＰＴＡ 副会長 出 

7 中村 まり 地区子ども会育成連絡協議会 副会長 欠 

8 安藤 義三 地区社会福祉協議会長 出 

9 中村 方子 地区民生委員児童委員協議会長 欠 

10 田中 淳子 女性団体代表 欠 

11 岡田 茂利 新磯観光協会長 出 

12 髙瀬 弘 地区老人クラブ連合会長 出 

13 髙山 幸宏 新磯商盛会 会長 欠 

14 李 美滿 公民館文化部 副部長 欠 

15 富田 清重 公民館体育部長 欠 

16 日下部 洋吏 公民館青少年部長 出 

17 比嘉 敏恵 公民館健康元気部 会計 出 

18 金津 幹雄 公民館広報部長 欠 

19 伊藤 孜 公民館利用団体協議会長 出 

20 早田 栄 新磯高齢者支援センター長 出 

21 小林 哲也 新磯こどもセンター館長 出 

22 織田澤 弘幸 公募委員 出 

    

 


